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１．問題の所在 

 教員のライフコースにおいて，その起点となる教員養成課程は 4 年間しかない。この短い期間

で教員志望学生にどのような資質・能力を育てるのかということは，長らく議論となってきた。

それは，教員養成カリキュラムの目標（ゴール）および内容・方法を問うことであった。 

近年ではこの議論の中に，教師教育者に必要な専門性を問う動きが加わった。この背後には，

“私たち”大学所属の教師教育者にとって，主たる実践現場は大学の教室／教員養成であり，教

員志望学生の資質・能力は“私たち”教師教育者の専門性に依存するという思想がある。例えば，

アメリカ教育学会（AERA）の研究グループ（S-STEP）を中心に，教師教育実践を学術的に研究・

共有していこうとする動きがある。“私たち”も，この問題関心にもとづいて実践を行ってきた。 

本発表では，教員養成において“私たち”が行っている生活科教育実践を省察することで，初

等教員養成のカリキュラムと，その担当者である教師教育者に求められる専門性に対する示唆を

得たい。生活科は，活動や体験を中心とする教科であり，学生にとって高等学校までの被教育体

験からすると教科特性の理解が難しい。小学校低学年の教科であり，幼児期や第 3 学年以降の教

育との接続も求められる。また，学習指導要領においても各学校や教員が環境や子どもの実態を

踏まえてカリキュラムを作っていくことが目指されている。こうした生活科の特殊性を活用する

ことで，学生の被教育体験を脱構築させ，自律的・協働的にカリキュラムをつくる力量を高めて

いくことができるのではないか…これが発表者らの実践の出発点であり，研究上の問いでもある。 

２．研究の方法 

 上記の問いを解明するために，セルフスタディ（Self-Study）の方法論を採る。セルフスタデ

ィは，教師教育者が実践を語ることを通して，自己の信念に迫ると同時に教師教育の知見を作り

出すための研究方法論である（Samaras，2010；ロックラン・武田他，2019）。 

本研究では，渡邉が実践者，大坂がクリティカルフレンドとなってセルフスタディを行った。

2019年度前期（第 2ターム）に広島大学教育学部で開講した「生活（教科に関する専門的事項）」

を中心とした。講義の事前・事後には毎回 2 名で協議会を実施した。分析には渡邉の日誌および

講義資料を用い，データの質的分析および協議を実施した。並行して文献レビューを行った。 

３．結果と考察 

 結果として，①生活科教育の研究，②初等教員養成のカリキュラム，③教師教育者の専門性に

ついて知見が得られた。特に，初等教員に必要となる“教育に関わる諸概念”（教育全般，教科全

般，各教科）や構えを体系化し，各教科や同一教科の講義間の連携を図ること等が示唆された。 
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